　総合的な学習の時間・特別活動　学習指導案


１．単元名　「職場体験を活用した金融・消費者教育×キャリア教育のクロスカリキュラム」

２．単元の目標
・職場体験を通して、労働の意義を学び、将来の生き方を考え、オクリンクプラスを使って考えを共有する。
・消費者としての役割を通して、主体的に持続可能な社会の実現に貢献しようとする。

３．単元の評価規準
	知識・技能
	思考力・判断力・表現力
	主体的に学習に取り組む態度

	・オクリンクプラスを使って、労働とお金、社会の関係について、実生活と結び付けて理解することができる。
	・職場体験を通して感じ取ったことや、課題についての考えをまとめ、協働的な対話により、思考したことを言語化できる。
・事前学習や職業体験で学んだことを受けて、地域や体験先で自己が感じた改善点やその解決策を考えることができる。
	・金融・消費者という視点に基づいて自己で課題を調整しながら、粘り強く活動・体験に取り組むことができる。



４．単元の指導計画
	時数
	主な内容
	ねらい

	１
	お金の大切さについて考える
	・自身の生涯で使うお金について考え、労働と結び付けて考えることができる。

	１
	労働と社会のしくみについて考える
	・民間企業と公共サービスについて理解し、身近な社会におけるお金の流れを説明することができる。

	１
	職場体験に向けた課題設定
	・勤労・職業観をもとに、金融・消費者意識と結び付け、調整をはかりながら職場体験の課題を設定することができる。

	１～３
	職場体験
	・課題解決に向けて、主体的に粘り強く取り組むことができる。

	１
	設定した課題に対する考えをまとめ、共有する
	・体験を通して感じ取ったことや、課題の解決策についての考えをまとめ、共有し、働く意味やお金を得ることについて共通点や異なる点に気づくことができる。

	１
	体験先の改善点やその解決策を考案したり、より特徴を生かす方法について提案したりする
	・事前学習や職業体験で学んだことを受けて、体験先の改善点やその解決策、より特徴を生かす方法を提案することができる。
・アントレプレナーシップにかかわる能力を向上させることができる。






５．本時の指導（１時間目）
⑴　ねらい
・自身の生涯で使うお金について考え、労働と結び付けて考えることができる。

⑵　展開
	
	学習活動（主な発問と予想される生徒のようす）
	指導上の留意点

	導
入
１
０
分



	なぜ働くのだろう？
[image: ]
カードとして利用。キーワード集計を使用。
・お金、自分の夢、社会のため
→「お金」について、考えていく。
	オクリンクプラス（オクリンクプラスを使用する際のアイコン）
個別の学び（生徒が個人で学習する際のアイコン）
・様々な仕事に対して、なぜ人は働くのかを考えさせる。

・さまざまな働く理由がある中から、「お金」について注目させる。


	

展
開
２
０
分
	お金の価値を考えてみよう。
[image: ]
地域の最低賃金で実際に計算させる。
例：東京都　時給1163円（2025年４月現在）
　　16万円÷1163＝137.57…　約138時間

[image: ]
ほしいもののためだけに働けばよいのか？
・食べ物を買うのにお金がかかる
・生活費がかかる

何にお金が一番かかるのか？
・電気代、スマホ代、食費、税金
[image: ]
	全体学習（クラス全体で学習する際のアイコン）
・お金を稼ぐことは大事だが、なぜ大事なのかを実際のデータを見せて、考えさせたい。













全体学習
・お金を稼ぐには時間がかかることを理解させたい。
・それに合わせて、楽に、簡単に、たくさん稼げる仕事はないことや、闇バイトの危険性について理解させたい。














全体学習
・生活するにはお金がかかることを理解させたい。
・衣食住で支出の1/3以上（とくに食費のみで1/4以上）を占めていることに注目させる。
・自分の住んでいる地域のデータを調べさせてもよい。

	展
開
２
０
分
	お金を得る方法には何がある？
・働く、土地を貸す、宝くじ
→とくに、働くことでお金を確実に得ることができる。

では、どんな職業があるのだろう？
[image: ]

カードとして利用。みんなのボードで全体に共有する。
どんな職業がある？
・サラリーマン、会社員、アルバイト
→何を売っている・扱っているか？
⇒業種をしぼる

挙げられた職業を分類してみよう 。
カードをボード上に並べて分類。分類の仕方は自由に。
・１～３次産業（社会で学習済み）
・つくる仕事→食べ物、建築物、工業製品

おもな職業の分類の方法を見てみよう。
[image: ]
業種＝事業の種類
生徒が挙げた職業以外にも、さまざまな仕事があることを理解させる。

公共サービスについて挙げられていなければ、ここで補足する。

[image: ]
職種＝仕事の種類
同じ業種の同じ会社のなかでも、人によって職種が異なる。
イラストの例：企画、営業、事務・管理、製造
イラストにない職種の例：秘書、運送、受付、技術・研究、販売など

先ほど生徒によって挙げられた職業が含まれているか、どこにあてはまるかを確認する。

	全体学習
・お金を得る方法はいろいろあるが、労働では確実に得ることができることを理解させたい。


オクリンクプラス
協働の学び（生徒がグループで学習する際のアイコン）
・生徒に自由に話し合わせ、自由に書かせる。
・学校周辺の地図を用意し、地域の会社に注目させてもよい。














オクリンクプラス
協働の学び
・生徒に自由に話し合わせ、自由に分類させる。



全体学習
・職業の分類については各教科で触れられているが、実際に就職・転職活動する際に使われる業種と職種という分類について理解させたい。

























全体学習
・とくに職種は、ひとつの会社のなかでもいろいろな仕事があることを理解させたい。

・のちほど、体験先の業種や体験した職種を自分で分類するため、自身で考えられるようにしておきたい。








５．本時の指導（２時間目）
⑴　ねらい
・民間企業と公共サービスについて理解し、身近な社会におけるお金の流れを説明することができる。

⑵　展開
	
	学習活動（主な発問と予想される生徒のようす）
	指導上の留意点

	導
入
１
０
分



	前回の振り返り
[image: ]
[image: ]
職業は、内容によって業種や職種で分類できたことを振り返る。

職業は、業種や職種以外の方法でも分類することができる。
	全体学習
・前回のスライドを提示して、業種と職種という分類について思い出させたい。


	

展
開

３
0
分
	労働と社会のしくみから、職業は民間企業と公共サービスに分けることができる。
[image: ]
民間企業は利益を求めて商品や技術を開発して、社会に役立っている。

公共サービスは、家庭や民間企業では対応できない仕事を行っている。

それぞれについて、詳しく見てみる。
[image: ]

[image: ]

	全体学習
・社会科公民の学習範囲になるため、書いてあることすべてを授業中に触れる必要はない。生徒の読み物として提示するのでもよい。

・労働する場には、民間企業と公共サービスがあることを理解させる。
















・民間企業については、消費者＝労働者になることもある。消費者が支払ったお金が労働者の給与に使われるなど、お金の循環に触れてもよい（中3の公民の内容）








・公共サービスについては、当たり前に行われているごみの収集や図書館の利用なども、サービスを提供する人がいることを意識させたい。
・税金が使われていることを理解させたい。





	終
末
１
０
分
	では、社会の中のさまざまなサービスを民間企業と公共サービスに分けてみよう。
[image: ]
みんなのボードの背景として利用。
１時間目で挙げられた仕事のカードをこの上に並べる。

社会の仕事は、民間企業と公共サービスによって成り立っていることを理解させる。
	オクリンクプラス
協働の学び
・すでに体験先がわかっている場合は、それを並べさせてもよい。





５．本時の指導（３時間目）
⑴　ねらい
・勤労・職業観をもとに、金融・消費者意識と結び付け、調整をはかりながら職場体験の課題を設定することができる。

⑵　展開
	
	学習活動（主な発問と予想される生徒のようす）
	指導上の留意点

	導
入
１
５
分



	自分が行く体験先について整理しよう。
例１　民間企業
[image: ]
例２　公共サービス
[image: ]
実際に生徒が作業するカード
[image: ]
例１・２を見ながら、自身で空欄を埋めさせる。
	オクリンクプラス
個別の学び
・適宜、必要に応じて以前のスライドを見せる。
[image: ]
[image: ]
　など



	

展
開

２
0
分
	職場体験での課題を設定しよう。
例１　民間企業
[image: ]
例２　公共サービス
[image: ]
実際に生徒が作業するカード
[image: ]
例１・２を見ながら、生徒自身に課題を設定させる。
各自、提出させる。
	オクリンクプラス
個別の学び

・整理した情報をもとに、課題と予想を書かせる。労働者と消費者・利用者両方の視点に共通する課題を設定できるとよい。













・金融の観点で設定させたい場合は、公共サービスについては、コストなどに触れるとよい。

例
①の視点：ごみを処理するために、どのくらいのお金がかかるのか知りたい。
②の視点：ごみ収集のコストを下げるには、どんな工夫をしたらよいのか知りたい。
課題：ごみを分別することで、どのくらいコストが下がるのか。

	終
末
１
５
分
	自分で設定した課題を意識して、実際に体験するように指導。

体験に行く際の注意事項などを連絡。
	全体学習
・オリエンテーションをここで行ってもよい。





５．本時の指導（７時間目）
⑴　ねらい
・体験を通して感じ取ったことや、課題の解決策についての考えをまとめ、共有し、働く意味やお金を得ることについて共通点や異なる点に気づくことができる。

⑵　展開
	
	学習活動（主な発問と予想される生徒のようす）
	指導上の留意点

	導
入
５
分



	職場体験をしてみてどうだったか。
簡単に感想を聞く。

・大変だった。
→どんなところが大変だった？

・楽しかった。
→どんなところが楽しかった？

・つまらなかった。
→思っていたこととギャップがあったということ。どんなところが予想と違った？
	全体学習
・次の課題に対してのまとめを書きやすいように、ある程度感想を聞いて生徒の思ったことを言語化させておく。


	

展
開

４
0
分
	課題のシートを確認しながら、考えをまとめよう。
[image: ]
カードとして利用。




書き終わったら、体験先ごとでグループをつくらせ、共有させる。
[image: ]
カードとして利用。個人でそれぞれ自分のカードに書く。
その後、みんなのボードで同じ体験先のメンバーと共有。

ランダムに（生活班などでも可）にグループを混ぜ、異なる体験先のメンバーでグループをつくらせる。
[image: ]
カードとして利用。個人でそれぞれ自分のカードに書く。
その後、みんなのボードでグループのメンバーと共有。

各自個人のまとめ、共有してわかったこと×２を提出させる。

共有してわかったことのカードをいくつか取り上げて、クラス全体で共有。

☆本時で終了する場合
体験先で「こうだったらいいのに」と感じたことはあったかな？
[image: ]
カードとして利用。宿題にする。
体験先ごとにグループをつくって、取り掛かる。
	オクリンクプラス
個別の学び
・前回の生徒自身が入力したカードを見ながら、まとめを考えさせる。
[image: ]
・つまずいている生徒がいる場合は、導入と同じく簡単な感想から引き出させる。





オクリンクプラス
協働の学び

・同じ体験先でも人によって異なる課題やそのまとめから、視野を広げさせたい。
・同じ体験先に行った人がいない場合は、このスライドは使用せずに飛ばす。個人の考えのまとめや振り返りを継続する。












オクリンクプラス
協働の学び

・異なる体験先・課題でも、共通する点があるかどうかに着目させたい。

















オクリンクプラス
全体学習


オクリンクプラス
協働の学び

・本時で終了しない場合は、次回にグループで協働学習を行うので、予告しておくか、このスライドは飛ばす。


	終
末
５
分
	職場体験のまとめ
[image: ]

労働には、お金を得るためという側面があったが、それだけではなく、社会全体に貢献していることを理解させる。
	
全体学習
・個人の利益のみだけでなく、労働を通して社会へ貢献していることを理解させたい。





５．本時の指導（８時間目）
⑴　ねらい
・事前学習や職業体験で学んだことを受けて、体験先の改善点やその解決策、より特徴を生かす方法を提案することができる。
・アントレプレナーシップにかかわる能力を向上させることができる。

⑵　展開
	
	学習活動（主な発問と予想される生徒のようす）
	指導上の留意点

	導
入
５
分



	体験先で大変だったこと、改善したいと感じたことはあったかな？
・商品が何割引きになっているのかわからないから、どのくらいお得なのかわかりづらい。
・長時間立ちっぱなしで、大変だった。

今日は、体験先の改善点の解決策や特徴を生かす方法を、体験先の一員になってつもりで考えてみよう。
	全体学習
・次の改善点や生かしたい特徴を書き出しやすいように、ある程度感想を聞いて生徒の思ったことを言語化させておく。


	

展
開

４
0
分
	「こうだったらいいのに」「もっとこうしたらいいのに」と感じたことを整理して、みんなで解決方法を考えてみよう。

同じ体験先のメンバーとグループになる。
[image: ]

みんなのボードで共有しながら、カードに記入。

グループごとにプレゼン。
	オクリンクプラス
協働の学び
・前回の生徒自身が入力したカードを見ながら考えさせてもよい。
[image: ]

・改善点というマイナス面を解決するのではなく、プラス面を伸ばす方針でもよい。

・解決策を実行するときに、障害となりそうなものを書き出させて、さらにその解決策を考えさせてもよい。

例：長時間立ちっぱなしで大変だったので、椅子に座って作業をする。
考えられる障害：椅子を購入する費用がかかる。お客様に良くない印象をあたえる。
障害の解決策：椅子の費用のもとが取れるように作業を効率化する。お客様に、なぜ座っているのかがわかる貼り紙をする。

	終
末
５
分
	社内の改善点のほかに、地域や社会の課題を解決する事業を展開している企業もある。
[image: ]

お金を得るためだけではなく、社会全体に貢献している。

	全体学習
・自身の利益を上げながら社会に貢献できることを理解させたい。

・公民の経済の範囲なので、軽く解説するのみに留めたい。

・自由競争によって、他社より優れた商品やサービスを開発しようとして、社会全体の技術が進化していく面もある。




キャリア教育－1
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